












教 科 の個別最適化

脳トレが終わると、
一人一人が自分の目標をもとに、
自分のペースで、
自分に合った方法による学びの開始

算数・数学科の授業では、導入時に、

いつも、小学生と中学生が一緒に

脳トレ に 挑 戦！



ゆるやかな協働性に支えられた学び

～個別に、そして、時に協働的に～

インクルーシブ教育

～多様性の尊重、ともに学ぶ安心感～



ハイブリッドな学びの構築

～ＡＩを最大限に活用した

個別最適・協働的な学びの循環 ～





☆ Qubenaで「自分から学べる子」に

☆ Qubena導入で変わった教員の働き方

・ 一斉授業では理解に時間のかかる子のペース
↓

・ Qubenaを取り入れてからは、一人一人がじっくりと自分のペースで課題に
取組み、自分が何を学んだか振り返り、自分でまとめる。

→ 『自分で頑張った分だけ着実に身につく』実感
→ 学び方が身についてきている

・ 教える時間、及び教材や資料準備の時間が減少
↓

・ 生み出された時間 ＝ 時間の余裕
→ じっくり教科書を読む さまざまな問題を解く
→ より教材研究の時間に充てられる



おおくまの子どもたちが抱く 教員のイメージ

期待されているからこそ
We’re the “teachers”.

求められているのは「人間力」



1ビジョン策定 →教職員がプロとしての唯一無二のキャリアストーリーを創る。

2余白をつくる →学校のそもそもリストによる事務内容の見直し。

→極少人数の学校規模の強み。

→ Ed-techによる効率化。

3チームになる →小中学校教科担任制。教科部会。お互い様、お陰様の意識。

→リスペクト。

4探索・探求する→先進校（自由の森学園、大日向小学校、風越学園、
新渡戸文化学園、札幌新陽高校など）視察。

→リクルートHITOLABによる研修プログラム。

5実践し、体得する →未来デザインプロジェクト。

6対話、越境を重ね、自律していく→リフレクション。解説・評価・賞賛。

→大学サテライト。



ホワイトボードの前で、立ちながら

「考え 、議 論する」

黒板を前に、椅子に座って、

先生の話を聞いて、

ノートを取る授業からの

脱 却





▶︎ 授業を創る。

・プロを目指す授業研究
→  教科担任制
→  教科別ミーティング

→  自分の考える「深い学び」の授業の提案
→  児童生徒とともに学び、常に互見授業

チームで考える「深い学び」の授業

→ 児童生徒に対する学びのオリエンテーション
→ 探究者となるためのオリエンテーション

↓
＊脳科学エビデンスをベースにした学び方の修得

学習者と相談して
時間割を決める。



Qubenaによる
個々の児童生徒の学びの履歴

個別最適な学びを
教師がコーディネート

時間割

学習者と相談して
時間割を決める。

時間割



ポートフォリオによる個別のキャリアパスポートの作成

個々の児童生徒の学びの履歴

個々の児童生徒のオーダーメイドの教育課程

学習成果の蓄積を整理し、システム化する。

【今後の検討事項】

・ 児童生徒の個別学習計画の在り方
・ 教師の個別指導計画の在り方
→





児童会・

生徒会活動

学校行事

【未来デザインの時間のイメージ】

探 究 の STEAM化

各教科等の
学習

アフター

スクール

学級活動



令和３年６月１０日発行
大熊町教育委員会

～ 未 来 人 （みらいと） プ ロ ジ ェ ク ト ～

→  

→  







「多様 性 と混在」

【多様性とは 】

・ 年齢、所属や立場を超えて多様な人と出会う
・ 多様な空間と出会う（一人で静かに学びに没頭できる場所、みんなで語り合える場
所、読書にふける場所、お気に入りの場所、心が落ち着く穏やかな場所、やる気みな
ぎる場所など）

・ 多様な文化と出会う（書籍、絵画、工芸、音楽、歴史、伝統など）
・ 多様な体験と出会う（ものづくり、栽培、調理、演劇、スポーツなど）
・ 多様な学びと出会う（個別最適化された学び、グループ学習、探究的な学びなど）

【混在とは 】

・ 多世代が混在する（乳児、幼児、児童、生徒に加え、教職員、地域の方々、大熊を
応援する様々な方々が混ざって一緒に遊んだり、学んだり、活動したりする空間）

・ 発達段階に応じた活動場所が混在する
・ アナログとデジタルが混在する（実物に触れる、直接体験する、文字や映像として
理解する、仮想的に体験する、遠隔での交流など）
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